







































の適用に関して、 CLASS (STRENGTH) of 
Recommendation は “CLASSⅠ” (強く推奨)、
LEVEL (QULLITY) of Evidence は “LEVEL A”
（十分な科学的根拠がある）と共に最高ランクに
位置付けられており、この根拠となっているのが
















ンである Vitreaを展開している(図 1)。 
 














   

























 救急 MRI における重要なポイントは、簡便に
迅速に解析が行えることである。従来は、



















 Vitreaでは、従来の Perfusionである dynamic 
susceptibility contrast (DSC) の ほ か に 





 Perfusion 解析における deconvolution 法は、











Perfusion で あ る 、 ASL の 解 析 や
IVIM(Intravoxel incoherent motion)解析も行う
ことが可能である。IVIM 解析は複数の b 値で
Diffusion を撮像し、その信号値の変化から、造
影剤を使わずに Perfusionを算出する(図 5)。 
Vitreaに搭載されている IVIM解析モデルには、





図 5 IVIM解析 














































































・脳卒中治療ガイドライン 2015 追補 2017 
（日本脳卒中学会発行） 
・AHA Guideline 2018 
 
「 OleaNova 」は OleaMedical 社の登録商標で
す。 
